
場 所：大阪成蹊短期大学 大阪市東淀川区相川３丁目10-6
（阪急相川駅より東へ300ｍ）

対 象：教育、保育、行政関係者、一般 約100名

参加費：無 料

日 時：12月 4日 (土) 12：20 ～ 16：30（受付12:00）

対 象：5歳 ～ 小学生

受 付：先着 30名 11月 15日 (月) 締切

参加費：1000円

応募方法：裏面のQPコードからお申し込みください。

12：20 - 12：30 開会あいさつ

（第１部）12：30 - 13：45 基調講演 「子どもたちの成長につながる “弁当の日”」

講師 “弁当の日” 提唱者 竹下和男氏

（第２部）13：45 - 14：00 「大阪成蹊短期大学の食育活動」

14：00 - 14：10 「Daigasグループの食育活動」

（第３部）14：20 - 16：30 映画上映 「弁当の日」

講演後、意見交換

※こども茶屋参加費は、Daigasグループ“小さな灯”運動を通じて｢あしなが育英会」へ寄付し、東日本大震災遺児の
心の傷を癒す施設として竣工した「レインボーハウス (仙台 石巻 陸前高田)｣の運営資金に役立てていただきます。

ガスを使って、大学生と一緒に和テイストのお菓子を作り、シンポジウム参加の皆様への
おみやげを作ります。

※こども茶屋のみのご参加はご遠慮ください。
※当日、安全上の配慮はいたしておりますが、万一、やけど、傷などの傷害を負われた場合、責任を負いかねます。予めご容赦ください。
※食物アレルギーには対応しておりません。
※今後の広報や活動記録としてHP等に公開することを目的に、当日写真撮影をさせていただきます。

講師：竹下和男氏
弁当の日提唱者

綾川町立滝宮小学校校長､高松市立国分寺中
学校校長を歴任｡滝宮小学校長の時、子ども
ひとりで作らせる｢弁当の日｣をスタート。国
分寺中学校でも実践し、その教育効果を実証
し、保護者・地域ぐるみの食育を実践。退職
後、平成22年から日本全国で幼児教育も含め
た講演・執筆活動をされている。著書多数。



社会に多くの栄養士を輩出している大阪成蹊短期大学栄養学科と、社会貢献活動の一環とし
て食育活動を推進している大阪ガスとは、これまで連携して食育シンポジウムを計8回開催し、
毎回、多数の皆さまにご参加頂いてきました。2020年度はコロナ禍で開催できませんでした
が、9回目の今回は、「つくる力の大切さ」に焦点を当て、竹下先生のご講演と「弁当の日」
映画上映を予定しています。

コロナ禍を経て、持続可能な社会に向けて、大学と企業、地域、行政、学校、団体が連携し、食の大切さ
を伝えることは大切です。この機会が未来の子どもたちの健全な成長の一助となることができたら幸いで
す。
※「Let's! 和ごはんプロジェクト」とは、食の嗜好や味覚が形成される子どものうちに和食の味や食べ方を

経験することを推進する農水省の取り組みです。和食に関わる関係者と行政が一体となって、子どもたちや

忙しい子育て世代が、身近・手軽に健康的な和ごはんを食べる機会を増やすことにより、将来に向けた和食

文化の保護・継承につなげていくことを目的としています。大阪ガスでは、子どもたちが食を通じて健全な

心身を培い、豊かな人間性を育むことができるよう食育活動を推進しています。その一環として2017年か

らは「和食だし体験講座」を実施しており、「Let's!和ごはんプロジェクト」にも参加しています。

主催：大阪成蹊短期大学、大阪ガス株式会社
後援：大阪市東淀川区、大阪府PTA協議会、大阪市PTA協議会、大阪市教育委員会、東大阪市教育

委員会、豊中市教育委員会、池田市教育委員会、吹田市教育委員会、高槻市教育委員会、箕
面市教育委員会、摂津市教育委員会、島本町教育委員会、豊能町教育委員会、能勢町教育委
員会、川西市教育委員会、公益社団法人大阪府栄養士会、産経新聞社

協賛：株式会社伊藤園
協力：オフィス弁当の日､関西「弁当の日」応援団、 株式会社関西シジシー、 株式会社シジシージャパン、関

西よつ葉連絡会、子育ち食育実行委員会、他（順不同）

申し込みは、右のQRコードからご入力ください。

お問い合わせ

食育シンポジウム事務局
（大阪成蹊短期大学 栄養学科）

Tel：06‐6829‐2570
(Tel:平日9時~17時のみ）

Mail：taniguchi-n@osaka-seikei.ac.jp

（↓映画「弁当の日」ホームページより）


